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比べた今がどうしようもない

知っているだろう？

お金持ちにならなければならない、

そして資金洗浄に利用されないように、

現実の通貨の一切を絶たなければならない。

 
ウェブマネーしかだめだ、

そんなつまらない話。

ただ、ウェブもどこのだれが立てたのか、

まったくわからないサイトが乱立し、

毎日のように、女の裸の画像が氾濫する。

どうなってるのかはわからないが、

おそらくネットは犯罪の温床なのだ、

そして、そこにいる大半の人間はやくざであり、

青少年をネットの世界に引き込もうと必死なのである。

 
とりあえずのところ立ててみる利用規約も、ごみのように捨てられる。

あれはなんのためにあるのか？

自身、の正当性を保つためにとりあえず立てた文はすべて、丸めてすてられる、

有用な企業でありたいものもきっと、自身の都合のいいように書いた文章でがちゃがちゃやる。

だからだれもネットに金は払わない。

ネットは悪だと皆が考え、

ネットの中にあるデータはすべて「違法もんじょ」として破壊しつくすべきなのだと。

 
そうして青少年をまともな労働に駆り立てるのである。

が、ここに労働に駆り立ててくれねーのかなと待っているニートが存在する。

大概の人間は考える時間などないまま、労働にいそしむが、

なぜか考える時間を与えられている自分は、

他人よりも知識が上回らなければ絶対駄目なはずなんだが、

あいにく勉強は図書館から借りてきた本をぱらみする程度。

真面目に発明もしなければ、

イラストを描いても全部自己満足である。

誰かを満足させたことなどついにない。

 
pixivというサイトがある。
そのサイトはランキングを採用しているイラストサイトだ、



一見して優良企業にみえるけれど、

正直、うちを開けてみれば、

ＢＬとエロとうまく絵の描けない人、そして青少年が立ち寄る。

なんとも未熟なサイトだ、かれこれ４年やってるらしい、

僕はそこに１年ほどイラストを上げていたが、

正直飽きてきた。

 
流れるイラストには何の理念があるのか？

見てほしいだけだったのか？

描いてて楽しかったのであって、

他人に見せるのはあとである。

だが、どんどんイラストは流れる、

正直うっとうしいまでの量のイラストが流れる。

 
ひとつひとつながめるが、

どれも価値がよくわからない、

何円？　何百円？

イラストに何ができるんだ？

描いてて楽しいしかない。

 
そうして考えてみると、

草のように思える。

草が生えていて、

それを時々ほかの草が日陰にして隠す。

萎れて枯れて下の草は消える。

そうして元気に高くなる草だけ残って、

土壌は肥えていき、

さいごに樹木が生えて安定する。

樹木はおそらくランキング上位者なのだろう。

ぼくは植物として、

木化、木になる能力を持ち合わせていない。

草でしかない。

 
比べた今がどうしようもない



山田は死んだ

字を書きすぎたんだきっと、そうだ。

山田は死んだ。

 
山田は、長いこと文章を書いているが、

その文章をついにどこの誰にも見せることなく、

死んだ。

 
ただ、その文章はどこの誰とも知れぬやからが、

面白がってパブーにあげたところ、

大変好評だったらしく、

いまや本屋に並んでいる。

 
たぶん警察が勝手にやったことだろう、

警察は死人の資産を好きに使っていい法律があるので、

すぐに死人の代わりをやり始める。

こうした違法アップロードを取り締まるには、

まずチップがいる。

チップを警察と役人に渡して黙らせ、

でかい拡声器を高値で買ってきて、

大声で情報弱者を罵倒して、開花しろと叫ぶ。

すると草どもはこぞって花を咲かせて、

そうしてしぼむ。

 
そいつらがしぼんだ後の土壌に樹木をはやせばいい、

そうすれば、警察も役人も黙る。

ようは粛清である。

ただ、その粛清ができる金があったらの話であるが。

 
山田は死んだ。

2度も３度もネットで死んだ、
１度目は名もない警察に、

２度目はアフィリエイトブログの馬鹿

３度目はアスキーアートにされて、

山田は死んだ。



なーみだめー☆

世界はあまりにも不遇な出来事が多すぎるのですわ☆

ですから、ひとつ残らずやめてしまうことにしましたの☆

だってそうでしょう？

 
絶滅係数

 
くだらない戦争をやりすぎましたし、

誰も大人になんかなれませんの☆

理由は簡単、

もうこの世界にはおとなしくいられるかたは

いないのよ。

あまりにもおもちゃであふれてるこの世界で、

あなたとおとなしく恋に落ちる人などいないの。

 
だから絶滅するの。　じゃあね☆

 
こうして人類は滅んだ！

なぜか！？

だれも評価もしてくれなかったし、

相手もしてくれなかったからだ！

だから知った。

きっとわたしなんていらなのよ！

 
そういったさみしい言葉にもだれも答えなかった、

理由は簡単さ！

この世界に友達なんかいなかったから！

みんな玩具でしかなかったから！

 
東京都玩具皇国は、

対消滅爆弾の巨大な光臨によって消え去った！

 
れここは戦略兵器とともに光の中に去った！

日本は500回目の敗戦を迎える！
 
「だれも大人になんかなれなかったから」



みんなしんだ

生きていたかったが、

嫌いになったので投げてしまった。

結局、士師にはなれなかった。

大事な誰かにはなりえなかったのだろう。

 
だから大概の著作物のキャラクターはみんな死んでしまった。

 
勇者ギュンスターはその血統に数多くの化け物を倒す歴史を残すはずだったが、

彼は無残にも焚書刑で焼かれて死んでしまった。

その旅路を記すものも殺された。

 
科学的魔法少女アルケェ・ルーも、

唱えたい魔法がいっぱいあったのだが、

バグによって真・大脳神秘質を破壊されてしまい。

元の閉じこもる姫君となんら変わらない、

眠り姫。

 
なぜこうなった？


